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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· インフルエンザの予診表の記入をしてスバベイＮｓのファイルに入れて下さい。

· 皮膚科の資料を各自、読んでおいて下さい。

· 浅野　秀子様～本日、服薬ボードを購入しています。来週、火曜日から使い始めるとの事です。

· 江刺家　恵子様～服薬ボードを希望されていましたが在庫がなく、予約しています。２～３日中にこちらから電話します。採血の予定が、11/10ですが外泊の為、11/9に変更します。

＜グループワーク＞

「服薬拒否をする患者様の対応」

どのように対応するか？

（意見）

· 時間をおいてから声掛けをする。

· 別のスタッフが声掛けをする。

· 薬の必要性を説明する。

· 拒否する理由を聞く。

· 改めて病気についての説明をする。

※どうして薬を拒否するのか必ず何らかの理由があると考えれれる。本人の気持ちを考慮し、どうしてなのか聞き、どうすると服用できるのかと本人と一緒に考えていけるよう対応する。この患者様は現在どのような治療をしてなぜ服薬しているのかということをスタッフ側も理解していなければならない。

　場合によっては医師に情報提供し相談していく。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 伊藤　五十二様～以前体重62kgを一週間キープする事ができ、プランの変更をしていますが、徐々に体重増加傾向にあります。＃１プログラムへの意欲の無さみられる。と＃２不衛生は改善みられる為、変更します。

＃１．体重増加傾向

Ｐ－①１回／日　朝食後体重測定

②間食量の確認

③間食量が多い場合は食べすぎである事を注意する。

④食事の盛る量の確認。多い場合は減らすよう促す。

· 吉田　富秋様～単独外出が可能になり、10月いっぱいは様子を見るため、スタッフが後ろから付いて行きましたが、買物をする事が出来ています。しかし、金銭管理が出来ない為、以前の＃１金銭管理ができないの内容を変更しています。

＃１．金銭管理ができない

Ｐ－１　残金の確認をする

　　①買物や洗濯後はその都度、小遣い帳へ記入する。

　　②小遣い帳の残金確認を定期的に行なう。

＊アルコール依存症の既往歴ある方なので、買物から帰って来たら中身の確認をして下さい。また、その都度、本人と一緒に金銭の確認をして下さい。色々な所にお金を置く、計算機の使い方が分からない（本人が使いたいと話している）とのことなので、何度か計算機の使い方を指導して下さい。所持金が五千円を超えないようにして下さい。


































